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頸椎後方固定術の手技は時代とともに変遷し，またその矯正

力，安全性においても格段の進歩を遂げている．術前における

血管走行と頸椎の解剖学的イメージ構築が CT や MRI によっ

て進歩し，また術中脊髄モニタリングやナビゲーション，特に

O-arm を使用したナビゲーションによって安全性も確保されて

きている．

頸椎後方固定といえば，日本で初めて頸椎椎弓根スクリュー

を刺入し，頸椎矯正固定を行った北海道大学の鐙 邦芳先生を

語らずには始まらない．確か 1995 年ミネソタで行われた

NASS で鐙先生が初めて頸椎椎弓根スクリューで頸椎後弯症を

矯正固定した症例を提示したとき，聴衆はざわめき，そして座

長が「CRAZY」と言ったことをよく覚えている．

今ではそのスクリューは多くの spine surgeon に知られ，そ

して強力な矯正固定を可能とする手術手技として認知されてい

る．

高安先生が企画された今回の頸椎後方固定術の変遷は，時代

とともに進歩してきたインストゥルメント，画像診断，脊髄機

能モニタリング，そして何よりもわれわれの解剖学的知識と手

術技術の進歩を総まとめされており，われわれ実戦部隊に立つ

脊椎脊髄外科医にとって大変興味をそそり，また知識の整理と

なる素晴らしい企画と思う．

それぞれの手技における基本的手技から術中のピットフォー

ル，また起こり得る合併症，その予防法に至るまで詳細に紹介

されており，頸椎後方固定はこの特集があれば容易にできてし

まう錯覚にまで陥りそうである．

そんな素晴らしい内容となっており，若手脊椎外科医からベ

テランまで興味深く読めるものと確信している． （松山幸弘）
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